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研究要旨 

 我々は、骨粗鬆症の予防及び検診提供体制の整備のための研究（19FA1014）にて骨粗鬆

症の検診提供体制の整備のため、検診後に配布・指導を行う運動プログラムパンフレット

の作成に取り組んだ。それらの研究結果を基に、新骨粗鬆症 検診・保健指導マニュアル

の内容にある“予防のための保健指導”としての「運動指導（含転倒予防）」、「医療機関との

連携」についての項目を作成した。近年、二次骨折予防のための Fracture Liaison Service

（FLS）や、一次骨折・二次骨折予防の両者に取り組む Osteoporosis Liaison Service

（OLS）が注目され、我々が今回作成した「運動指導（含転倒予防）」、「医療機関との連

携」の役割を担う。今回、FLS の骨折予防に対する介入効果をシステマティックレビュー

により検討した。その結果、FLSの介入が骨折予防に有効である可能性があり、我々が作

成した骨粗鬆法検診マニュアル内の「運動指導（含転倒予防）」、「医療機関との連携」の

重要性を裏付けた。 

 

 

A．目的  

 我々は、骨粗鬆症の予防及び検診提供体制

の整備のための研究（19FA1014）にて骨粗鬆

症の検診提供体制の整備のため、検診後に配

布・指導を行う運動プログラムパンフレット

を作成することを目的に 2019年度には骨折

関連事象（骨折、転倒、骨量減少）に対する

運動介入効果についてシステマティックレビ

ューを行い、2020年度には前年度のシステマ

ティックレビューの結果や、エビデンスが確

立している既存の運動を参考に、運動プログ

ラム内容の選定、2021年度には骨粗鬆症の検

診時に提案するために選定した運動プログラ

ムを記載したパンフレットを作成した。2022

年度は骨粗鬆症 検診・保健指導マニュアル

の “予防のための保健指導”としての「運動指

導（含転倒予防）」、“要精検者への対応”とし

ての「医療機関との連携」を作成した。近

年、二次骨折予防のための Fracture Liaison 

Service（FLS）や、一次骨折・二次骨折予防

の両者に取り組む Osteoporosis Liaison Service

（OLS）が注目され、我々が 2022年度に作成

した「運動指導（含転倒予防）」、「医療機関

との連携」の役割を担う。OLSは 2014年よ

り日本骨粗鬆症学会によって開始された比較

的新しい取り組みであるため研究報告が少な
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い。そのため、2023年度は FLS の介入効果に

限定し、システマティックレビューを行い、

FLSの骨折予防に対する有効性について調査

した。 

 

B．方法 

 クリニカルクエスチョン（CQ）は「FLSの

介入は、骨折予防に有効か」とした。対象と

する研究デザインは、メタアナリシス、介入

研究、観察研究とした。データベースは The 

Cochrane Library、MEDLINEを使用し、2010

年 1月 1日から 2023年 2月 28日までとし、

文献を網羅的に調査した。該当した文献に対

して、2名が独立して 1次スクリーニングを

行い、タイトル、アブストラクトから CQ に

合っていないもの、採用基準に合致しないも

のを除外した。その後、2名が独立してフル

テキストを読み、二次スクリーニングを実施

した。 

（倫理面の配慮） 

本研究はシステマティックレビューであるた

め、対象者のプライバシーや人体に影響を与

える危険性がない。そのため、倫理的配慮に

該当する事項はない。 

 

C．結果 

 23編 (1-23)が抽出され、1編はメタアナリ

シス、1編は介入研究、21編は観察研究であ

った。メタアナリシスでは、FLSプログラム

が骨粗鬆症に関連した骨折の管理を改善し、

その結果、骨密度測定検査の実施率、治療開

始率、アドヒアランスを向上させ、再骨折率

と死亡率が有意に減少したと報告されている 

(9)。介入研究では、Randomized-Controlled 

Trialを用いて骨粗鬆症コーディネーター（骨

粗鬆症マネージャー）による骨密度評価・骨

粗鬆症薬物治療の促進、骨折リスク評価、転

倒予防・生活指導、骨粗鬆症治療教育を実施

した効果を検討しており、再骨折予防には効

果を認めなかった (23)。観察研究の多くは後

ろ向き観察研究であった。観察研究では 21

編のうち 10編 (2, 3, 5, 10-14, 21, 22)は、FLS

の介入のより対照群（主に FLS 導入前のヒス

トリカルコホート）と比較して有意な再骨折

予防効果を認めた。観察研究 21編の追跡期

間は 1～3年であった。すべての観察研究

は、主に脆弱性骨折後患者を対象としてい

た。FLSの介入内容は、主に骨密度測定検

査、血液検査、骨粗鬆症治療薬の開始、骨折

リスク評価、転倒予防指導、運動指導、理学

療法、栄養指導、地域連携であった。 

 

D．考察 

 今回、CQ「FLSの介入は骨折予防に有効

か」についてシステマティックレビューを実

施した。その結果、FLSの介入が骨折予防に

有効である可能性がある。これは、本事業に

おいて我々が作成した骨粗鬆法検診マニュア

ル内の「運動指導（含転倒予防）」、「医療機

関との連携」の重要性を裏付ける結果と考え

る。今回作成した骨粗鬆症検診マニュアルを

使用することで、骨粗鬆症検診において骨粗

鬆症が疑われる例や骨折リスクが高い例に対

して、転倒予防に効果のある運動指導や医療

機関との連携の一助になると考える。 

 

E．まとめ 

 本事業において、骨粗鬆症検診マニュアル

の “予防のための保健指導”としての「運動指

導（含転倒予防）」、“要精検者への対応”とし

ての「医療機関との連携」を作成した。今

回、それらの効果を裏付けるために FLS の介

入による骨折予防効果についてシステマティ

ックレビューを実施した。その結果、運動指

導や地域連携といった活動を含む FLSが骨折

予防に有効である可能性が示唆された。今回
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作成した骨粗鬆症検診マニュアルを使用する

ことで、骨粗鬆症検診後の適切な運動指導や

医療機関との連携が可能になると考える。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

 なし 

3. その他 

 なし 
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